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△ Review on the ?lethod of Determing Hydrodynamic
Dispersion Coefficient of Solutes in Unsaturated Soil
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Summary
Hydrodynamic dispersion of solute in unsaturated soil is an important phenomenon
occuring under he prOblems of transportation of nutrients, leaching, and accumlation
of salts in soil.  To analyze this dispersiOn in unsaturated soil we must knolv
the values Of the dispersiOn coefficients lvhich are related to pOre water velocity,
water content, and others.
In this paper, a revic、v on the determinatiOn of the dispersion coefficient in
unsaturated soil was presented lvith experimental methOds and expressed as a
Function of pOre water velocity Or water content,  The necessity for sufficient
examination concerning these determinations was Pointed out.
1.は じ め に 中への溶解は考慮されていない。
2.分散係数の式による表示土壊における溶質の分散とは,土壊間ゲキ中にお
いて流体の速度分布が不均―になることによって溶   i)Bresterの式D
液の濃度分布が拡がる現象のことである。分散は,   土壊中の水分と溶質の同時移動を取り扱う場合,
養分の移動, リーチング,塩分の集積等の諸問題に  溶質の輸送には,対流による輸送の他に拡散と分散
おいて生ずる重要な現象である。 による輸送とがある。拡散と分散による輸送を示す
分散現象の基礎式である分散方程式において,分  項の係数は, それぞれ分子拡散係数 (cOeffident
散係数は,最も重要なパラメータであるが,その決  of mOlecular dffusion)Dっと力学的分散係数 (me―
定法について整理された文献は,まだ見当らない。  chanical dispersion coefficient)Dれであり,それ
本稿では,畑地における溶質の移動を研究する立場  ら8Bl」水力学的分散係数(hydrodynamic disperdon
から,不飽和土壊における分散係数を決定する方法  coeffident)あるいは結合された (combineo分散
を論じ,その特徴について述べる。なお,ここでは  係数 Dsと呼ばれる。
溶液の化学反応,溶質の上壊への吸着,溶質の流体   Kemper and van Sch?k° によると,らと水分
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Ds=DO α eb°tt λ l』
=Dるα eb°+λサ|……………(3)
ここで,9は流束である。
ii)Hariernan and Rumarの式 (Kirda 9ι α
'P)Harleman and Rumarは次式を示した。









D,=DO tt ευ …… … … … … … … (5)
ここで,D。は一定であり,εは定数である。
iv)Sdim 9,α:.の式12)












i)流出破過曲線 (break through curve)から
求める方法
実験の装置として,Nielsen and Biggerの装置り






































































































































































第5図 Bruce and Khte法の実験装置
⑤万副膝豊われが…W0












































し,Smiles 9ι α′.によると,θ=0.20辺りで Ds
の最珂ヽ値 が現われたり,θ=0。18～0.28の範囲で
D。 が θに独立であったりして,Dsとθ との関
係が一定の傾向が示されないので,まだ検討の余地
があると思われる。
0                  → λ
第6図 λの関数としての水分,濃度,gの分布




























































かなりの時間が必要とされる。また,コラムを結合  分散係数は,土壌の種類,水分量の範囲,浸透速度 ,
した境界面のS字型曲線への影響について考慮する  置換される (あるいは置換する)濃度によつて変化
必要があろう。Dsの計算において,90式を用いた  する。したがって,分散係数を求める際これら分散
結果バ10式を用いた結果とよく一致することが示さ  係数に影響を及ぼす因子を考慮 して,どの方法が好
れている。                     ましいかを判断することが必要である。また,土壊
によっては,分散現象が吸着や不動水によって影響い   5。あ と が き
を受けることがあり,その場合には,それらを考慮
不麓和土壊における溶質の分散係数の種々の決定  して分散係数を決定する必要がある。
。     法について簡単に記述 した。これらの方法の妥当性
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